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II. Symphonie Konzert
des Tokushimaer Orchesters

unter freundl. Mitwirkung eines
80 Mann starken Chores.

Dirigent:
Ober-Hoboisten-Maat Hansen

Musikleiter der M.A.K.

Solisten:
Kriegsfrw. Wegener

Sees. d. Ldw. Steppan 
Kriegsfrw. Frisch

Uffz. d. Ldw. II. Koch
　　　　　　　　　　　　　

Beethovens Neunte Symphonie

　　　I. Satz: Allegro, ma non troppo,
　　　　　　　　　  un poco maestoso
　　　II. Satz: Molto vivace.
　　　III. Satz: Adagio molto e cantabile.
　　　IV. Satz: Presto. (Mit Chor u. Solisten)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

Sonnabend, den 1. Juni, (öffentliche
Hauptprobe Freitag, den 31. Mai) 1918.

Abends 630 Uhr.
Bitte nicht rauchen!

Gedruckt in der Lagerdruckerei Bando.

徳島オーケストラ
第 2 回シンフォニー・コンサート

80 人合唱団員の
協力を得て

指揮：
M.A.K. の指揮者である
上等音楽兵曹ハンゼン

ソリスト
志願兵ヴェーゲナー
二等兵シュテッパン
志願兵フリッシュ

伍長コッホ
　　　　　　　　　　　　　

ベートーヴェン交響曲第九番

第一楽章：アレグロ・マ・ノン・トロッポ、
　　　　　　　ウン・ポコ・マエスト―ソ
第二楽章：モルト・ヴィヴァーチェ
第三楽章：アダージオ・モルト・エ・カンタービレ
第四楽章：プレスト（合唱と独唱つき）

　　　　　　　　　　　　　

1918 年 6 月 1 日、土曜日
（公開リハーサルは 5 月 31 日、金曜日）

開演時間：6 時 30 分
！禁煙！

板東収容所印刷所にて発行


